
会員 各位

平成 20年 3月 16日

つつ じが丘統一自治会

会長  

第 33回 つつじが丘統一自治会定例総会開催のご案内

桜の便りが待ち遠 しい今日この頃、会員各位におかれましては、益々ご健勝のことと心からお喜び申

し上げます。

さて、第 33回つつじが丘統一自治会定例総会を下記要領にて開催いたしますので、ご多忙のことと

は存じますが、万障お繰 り合わせの上、多数ご出席賜りますようご案内いたします。

記

1.開催 日時   平成 20年 4月 6日 (日 ) 午前 9時 30分～ 12時

2.開催場所   つつじが丘ふれあいセンター

3.議  案

議案第 1号 平成 19年度活動報告について ・・ 。・・ (lP～ 5D

議案第 2号 平成 19年度決算報告について ・・ 0・ 。(6P～ 8P)

議案第 3号 平成 20年度活動方針案について ・・・・ (9P～ 1lP)

議案第 4号 平成 20年度予算案について  ・・・・・ (12P～13P)

議案第 5号 平成 20年度役員改選について ・・・・ 。(14P)

その他

* 会場準備の都合上、総会への出欠を巻末の用紙に記入 して平成 20年 3月 26日 (水)までに、各

班長宛てにご提出ください。なお、欠席の場合は、委任状にも記入の うえ併せてご提出ください。

*今回も会場にての議案書の読み上げはいた しませんので内容をよくお読みいただいてか らご出

席をお願いいた します。

末の出欠票及び委任状を記入されましたら、資料本紙から切 り離して各班長へ提出願います。



議案 第 1号 平成 19年度 活動報告

総 括 報 告

2007年 (平成 19年)は、米国のサブプライム住宅ローンの焦げ付き問

題で景気の減速懸念が強まり株価の下落、更には原油価格の高騰で世界経済に

大きな影響を与えました。一方、国内では石川や新潟で大地震が発生 し、多く

の負傷者が出ると共に、原子力発電所の耐震性にも疑問符が付きました。又、

国民を不安に陥れた年金記録不備問題や相次ぐ食品の偽装問題等で我々の生活

に不安が募る一年でありました。

統一 自治会では、前年度に引き続き、団地内の生活・環境の改善等を重点的

に進めてまい りました。

例えば、つつ じが丘公園の整備では 4ヵ 年計画の 3年 目にあたる今年度におい

ては、老朽遊具を撤去 し、統一 自治会・子 ども会の意見を取 り入れた複合遊具

の設置を完了いた しました。尚、4年 目にあたる平成 20年度におきましては、

芝生は りが実施 される予定です。又、坂祝バイパス鵜沼北インターチェンジが

平成 20年度中に工事が完了 し、人木山通 りの交通量増加が予想 されます。 こ

れに先立ち交通事故防止対策 として、八木山小学校裏通 りと八木山通 りのT字

交差部にカーブ ミラー設置を完了いた しま した。又、八木山三山の枯れ松問題

につきま しては、枯れ松の被害を最小限に食い止めるために、八木山自然の会

を中心に市・ 自治会・中学生ボランテ ィア総勢 287名 が参加 し、約 180本
の枯れ松伐採処理をいた しま した 尚、枯れ松の伐採については、定期的に実

施 していく必要があると思われます。

以下、具体的に各項 目ごとに報告いた します。

事務局専門部 の活動報告

今年度は、従来のマニュアルを継承しつつ住民の方への素早い情報の公開と

共有化に努めると共に、統一自治会の基本に戻るべく努力をしてまいりました。

1.環境対策について

基本的には従来の活動を踏襲し環境対策を実施しました。以下、各項目別

に報告いたします。

① 団地内清掃、公園清掃、市民清掃

各単位自治会の活動として定着し、会員の積極的な協力により、団地内



の美化推進ができました。

夏期 (7月 1日 )及び秋期 (11月 4日 )市民清掃の前に動力草刈機の

メンテナンス (点検整備・燃料の補給など)を行いました。

ペ ッ トの糞、散歩等

今年度も例年通 り、回覧により会員のモラル啓発に努めました。一部に

未だ協力を得 られない部分があり、会員各位の更なる理解 と協力が必要

です。尚、ペ ッ トの糞害などは、どの地域でも抱える同 じ問題であり、

対策にも共通性があります。 このため、同じ八木山校区で関係の深い、

松が丘連合 自治会 と啓発活動状況などの関連情報を随時交換す ることと

しました。

空地の草刈 り

例年通 り、不在地主に対 して文書にて草刈 りの協力要請を実施 しました。

要請になかなか応 じてもらえない地主には、電話や手紙で再三要請 し、

対象区域全ての草刈 りを完了することができました。

④ ノヽ本山通り街路樹の落ち葉対策

近隣会員より毎年苦情が寄せられていますが、市の対応は充分とはいえ

ません。尚、落ち葉の清掃対策として、今年度も市からゴミ袋を支給し

てもらい関係会員に配布しました。

今年度は、奇数年のため街路樹の一斉剪定の年度ではありませんが、支

障となる枝葉は個別に剪定を依頼し、一応の対策は講じてもらいました。

2.防災対策について

従来の施策を基本的に堅持しつつも、近年危険性が指摘される突然の大規

模災害に対し、迅速に対応できる体制づくりと住民の防災意識の啓発を目指

して取り組んできました。そのため、統一自治会としての防災備蓄の充実を

図るとともに、防災訓練の充実に努力してきました。以下、各項目別に報告

いたします。

① 防災用品の備蓄

平成 16年度より防災備蓄備品の配備を実施 しているところで、今年度

は、 16年度より配備したレスキューカー (折 りたたみ式救護車)を さ

らに 2台追加 し、合計 8台 としました。これは大規模災害時に要介護者

の搬送強化を目的に配備 し、各単位自治会にて保管できるところでは保

管し、できないところは統一自治会倉庫に保管することにいたしました。

尚、レスキューカーの組み立て方法等は、役員会にて販売会社より出向

いていただき、有効に活用できるよう実習を行いました。

統一自治会及び単位自治会にて防災備蓄品の総点検を7月 に実施いたし

②

③



ました。

② 消防設備の点検

点検の結果、格納庫の補修を行 うとともに、 1丁 目で消火栓があるのに

消火設備がないことから、ホース等一式設置いたしました。標識及び消

火器につきましては、市の防災交通課、消防署に報告し改善の要望書を

提出して消火器の補充、その他補修等を実施いたしました。

③ 防犯灯

治安向上の観点から、 1丁 目に4ヶ所、 5丁 目に lヶ 所、 6丁 目に lヶ

所の合計 6ヶ 所の設置要望があり、新設いたしました。その他既設設備

の維持管理に努力いたしました。

④ 防災訊1練

人木山校区は今年、市の総合防災訓練の指定地域となり大災害発生時に

行われる救助活動にならい、ヘリコプターによる救助活動、煙体験等殆

どの救助活動が人木山小学校にて行われました (8月 26日 )。 有意義な

機会になるとのことから、統一自治会による防災訓練を中止して市の防

災訓練に集約して行いました。統一自治会への市からの参加要望数を超

える361名 の参加をいただきました。これと平行 して行いました例年

通りの消火器の斡旋は新規購入47本 と多くの方に購入していただきま

した。

⑤ 防犯関連

防犯関連事件として、車上荒らし、窃盗、不審者の出没等の情報があり、

防犯に関する注意を喚起するように回覧を実施いたしました。

⑥ ふれあいセンター防災関連

消防法第八条に基づく防火対象物であるつつじが丘ふれあいセンター

について、消防法施行令で定める「甲種防火管理者」の資格を取得し、

消防計画の作成、当該消防計画に基づく消火・通報及び避難訊1練の実施、

消防の用に供する設備・消防用水又は消火活動上必要な設備の点検及び

整備等の防火管理業務を行いました。

3.文化、体育対策について

昨年度と同様に、従来からの行事の継承を中心に活動を進めてまいりま

した。以下、各項目について報告いたします。

① 盆踊り

天候にも恵まれ、力強い太鼓のひびきで始まった今年の大会は、恒例と

なったひびき太鼓の演奏や小学生のソーラン踊り、又、各自治会の夜店

にも長い行列ができ、大勢の方々の参加で大盛況のうちに終わることが

3



4.

できました。 (7月 28日・ 1300名 参加)又、櫓の組み立てには、今

年 もボランティアを募集 してご協力をしていただきました。

② 文化的行事

今年度も女性会主催の「第 6回ふれあいコンサー ト」への後援を行いま

した。 (11月 25日 ・ 171名 参加)回覧等を通 じて参加を呼びかけ、

多数の参加者がありました。尚、 11月 にピアノの修理を行いました。

③ 夏まつ り、市民運動会(健康 ウォーク)、 新春の集い

これまでと同様に、人木山まちづ くり協議会主催の行事に協力 して多数

の方が積極的に参加 しました。

○夏祭 り (8月 18日 0150名 、 8月 19日 ・ 600名 参加 )

8月 19日 は八木山に落雷・山火事 とハプニングもありま したが、み

こしの町内練 り歩きは無事終了 しました。 しか し、「炎の祭典」は、場

内パ レー ド終了時点で再び天侯が急変 したため中止 とな りました。

○健康 ウォーク (10月 7日 ・ 340名 参加)  
今年はウォーキングには絶好のコンディシ ョンの中、 4コ ースに分か

れてそれぞれに秋の一 日を楽 しみました。

○新春の集い (1月 13日 01,200名 参加 )

今年 も大鍋コーナーでは、温かい 「どて煮」 (約 800食 )を提供する

ことができました。尚、前年度か らの要望 もあ り、今年度、寸胴鍋を

2個購入 し作業がはかどりました。

福祉対策について

福祉対策については、昨年度同様、従来からの活動を踏襲 し行つてまい

りました。以下、各項 目について報告いたします。

① ボランタリーハ ウス「いこいのつつ じ」

昨年度までの活動を継続 し、毎週金曜 日、月 4回行われたボランタリ

ーハ ウスの受付・会計係 と配膳を実施いた しました。又、「いこいのつ

つ じ」の対象者名簿の作成や、年 3回発行 された 「いこいのつつ じだ

より」を配布 しPR活動に協力 しました。

② 福祉に携わる組織 との連携

福祉委員会、民生児童委員、近隣ケアグループ、いこいのつつ じの各

組織が協力 して、平成 16年度より実施 してきました 「ふれあい交流

会」を 12月 4日 に実施 しま した。参加者数 120名 とな り、盛況 と

な りました。

③ 車椅子の貸与

長期 1台、短期 6台 の貸 し出 しがあ りました。前年度 よりも貸 し出 し



5。

数が増加 しているものの、まだ実績が少なく、引き続きPRが必要 と

考えます。

「いこいのつつ じ」の活動 も8年 目を迎えました。住民の高齢化に伴い

対象者が増えると思われます。 しか し、その活動を支えるボランテ ィ

アの確保が困難 となつてきてお り、 PRが必要と考えます。

ふれあいセンターの管理・ 運営について

施設の利用面では、件数、人数共にわずかなが ら増加 してお りますが、

ほぼ例年通 りの利用状況 となつてお ります。 32回定例総会にて提案のあ

った 「いこいのつつ じ」の無料化等により利用金額は月 1万 円程の減収 と

な りました。

冷蔵庫の故障が発生 したため新 しく買い替えるとともに、厨房室に網戸

の新設、和室の非常出口の階段を降 りやす くするため 1段増や しました。

屋上に枯れ葉等のゴミがたまり、配水管がつま り屋上に 3 0cm程度の雨

水が貯ま り雨漏 りが発生 しました。 ゴミの清掃により当面は雨漏 りの心配

はなくな りま したが、防水シー トの寿命 もきてお り市役所へ修理の要望を

いたしました。



議案 第2号  平成19年度決算報告

平成19年度基金・準備金会計決算報告

1、 基金の部

(1)自 治会基金 (岐阜信用金庫鵜沼支

科 目 金   額 金   額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 10,100,000

次 年 度 繰 越 金 10,100,000 6月 19日 期 日、定期預金

(2)緊急災害 垣共立銀行鵜

科 目 金   額 金   額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 5,000,000

次 年 度 繰 越 金 5,000,000 6月 1日 期 日、定期預金

3)福祉関連基金 (十六銀

科 目 金   額 金   額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 8,000,000

次 年 度 繰 越 金 8,000,000 4月 16日 期 日、定期預金

2、 準備金の部

1)集会所改修準備金 (大垣共立銀行鵜沼支店 )

科 目 金   額 金   額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 1,400,000

19年度一般会計より繰入 600,000 1月 11日 期 日、定期預金 1,400,000円

2月 15日 期 日、定期預金  600,000円次 年 度 繰 越 金 2,000,000

(2)ふれあいセンター修繕準備金 垣共立銀行

科 目 金   額 金   額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 3,140,000

19年度一般会計より繰入
300,000 5月 26日 期 日、定期預金 1,640,000円

1月 11日 期 日、定期預金 1,500,000円

2月 15日 期 日、定期預金  300,000円次 年 度 繰 越 金 3,440,000

鵜沼支店 )



平成 19年度一般会計決算報告(予算対比)

3、 収入の部

科 日 予  算 収  入 差  額 備  考

前 年 度 繰 越 金 4,746,120 4,687,519 ▲ 58,601

自 治 会 費 6,408,000 6,414,500 6,500

自 治 会 入 会 金 12,000 16,000 4,000

自 治 会 基 金 利 息 21,776 22,029 253

自 治 委 員 報 奨 金 669,920 671,680 1,760

広 報 誌 配 布 手 数 料 1,068,000 1,072,000 4,000

分 別 収 集 報 奨 金 320,400 321,600 1,200

美しいまちづくり推進事業報奨金 192,240 192,960 ０つ
ん

ワ
ー

自 治 会 振 興 交 付 金 934,000 921,280 ▲ 12,720

公 園 清 掃 報 奨 金 272,010 272,010 0

ふれあいセンター使用料 492,000 400,550 ▲ 91,450

雑 収 入 148,534 118,665 ▲ 29.869

△
ロ 計 15,285,000 15,110,793 ▲ 174,207

4、 支出の部

科 目 予  算 支   出 差  額 備  考

自 治 会 総 会 費 70,000 70,000 0

街 路 灯 電 気 費 1,860,000 1,449,099 410,901

電 気 料 960,000 1.002.929 ▲ 42,929

修   理   費 900,000 446,170 453,830

事 務 局 関 係 費 1,090,000 991,054 98,946

事  務  費 750,000 697,968 52,032

△
ム 議 費 100,000 81,269 18,731

機 関 誌 発 行 費 40,000 9,337 30,663

自治会活動保険料 200,000 202,480 ▲ 2,480

集 会 所 運 営 費 340,000 287,204 52,796

各 自 治 会 運 営 費 2,136,000 2,137,000 ▲ 1,000

環 境 対 策 費 250,000 117,610 132,390

清 掃 対 策 費 150,000 44,235 105,765

環境美化対策費 100,000 73,375 26,625

防 災 対 策 費 500,000 428,295 71,705

防 災 行 事 費 50,000 8,320 41,680

地 域 防 災 費 250,000 219,975 30,025

西町消防団賛助金 200,000 200,000 C

文 化 体 育 費 740,000 665,610 74,390

盆 踊 り関 係 費 560,000 526,847 33,153

文化行事予備費 80,000 51,500 28,500

新春の集い関係費 100,000 87,263 12,737

福 祉 委 員 会 活 動 費 100,000 50,655 49,345



科 目 予   算 支  出 差  額 備   考

各 種 団 体 助 成 金 880,000 880.000 0

まちづくり協議会 300,000 300.000 0

子  供   会 220,000 220,000 0

シ エ ア ク ラ ブ 100,000 100,000 0

女  性   会 80,000 80,000 0

近隣ケアグループ 80.000 80,000 0

い こい の つ つ じ 50.000 50,000 0

ちび つこクラブ 50.000 50,000 0

地 域 交 際 費 200,000 235,550 ▲ 35,550

ふれあいセンター運営費 1,800,000 1,355,216 444,784

維 持 管 理 費 1,600,000 1,270,586 329,414

115,370備 品 購 入 費 200,000 84.630

緊急災害時資材購入費 300,000 283,500 16,500

集 会 所 改 修 準 備 金 600,000 600,000 C

ふれあいセンター修繕準備金 300,000 300,000 0

予 備 費 4,119,000 0 4,119,000

ノl 計 15,285,000 9,850,793 5,434,207

次 期 繰 越 金 5,260,000
△

計 15,285,000 15,110,793 174,207

収支残高

前期繰越金   4,687,519
収 入 金 額   10,423,274
支 出 金 額   9,850,793

次期繰越金   5,260,000

上記金額を次期に繰り越します。

以上、平成 19年度会計報告に誤りのないことを認めます。

平成 19年 3月 9日

会計監査



議案 第 3号 平成 20年度 活動方針 (案 )

昨年は、市主催による第 30回総合防災訓練が行われ、人木山地区住民の3

割以上の参加者があり、災害時に対する地域住民の協力も得られ、又、防災器

具等の準備も進んできました。

団地住民の方の高齢化が進み、力作業を伴 う行事が難しくなってきており

ます。この様な背景を踏まえて、より住み良い町づくりを目指して行きたい

と思います。

1.環境対策について

活動の基本は、従来の活動を踏襲することといたします。

① 団地内清掃、公園清掃は、単位自治会の自主性を尊重し周辺環境の美化

推進に努めます。

② 7月 、 11月 の市民清掃は、まちづくり協議会などの関連機関と緊密な

連携をとり、昨年度の清掃範囲や人員の割り振りなどを踏襲し実施 しま

す。又、動力草刈機の適切なメンテナンスを実施し、市民清掃に備えま

す。

③ ペットの糞害、散歩などについて定期的に啓蒙資料を回覧により会員の

モラル啓発に努めます。

④ 空地の草刈りは、従来どおりの活動内容とします。尚、草刈りに応じな

い一部の地主に対しては、行政と連携して協力要請などの対策を実施し

ます。

⑤ ノヽ木山通り街路樹の落ち葉対策は、街路樹の一斉剪定の年度ですが、緊

急の場合は支障となる枝葉の剪定を個別に依頼し、支障の解消に努めま

す。又、昨年度と同じく市にゴミ袋の支給を要請していきます。

2.防災対策について

昨年度に引き続き、防災活動の充実と治安向上を主な活動テーマとしま

す。又、ここ数年多発傾向にある空き巣、車上荒らし、盗難等の窃盗被害

対策として防止に役立つように会員自身による自衛策の実施を働きかけて

いくこととします。

① 防火、防災は初期消火に重点をおき、各地区にある消火栓からの放水

による消火がおこなえるように、夏と秋の防災訊1練時に取り扱い習熟

のための副1練に勤めます。

② 防護団組織については、役割が果たせるように防災31練を実施するこ

とにより、強化してまいります。
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③ 火災報知器の設置が義務付けられていることから、統一自治会として

斡旋し全世帯の設置に努力いたします。

④ 消火設備につきましては、定期的に点検し、又、市及び消防署と連携

して維持管理に勤めます。

⑤ 違法駐車問題は、会員の自覚を促し、モラルの向上に努めます。特に

夜間の「道路を車庫代わりに使用する者」については、非常時の緊急

車両の通行を妨げ被害拡大の要因になる可能性があるため、班代表者

会議を通して啓発に努めます。

⑥ 防犯関連事件に関しては、各務原警察署の生活安全課と連絡を密にし

て、情報提供をすると共に、車上荒らし、空き巣等、防犯に関する注

意を喚起する回覧をいたします。

⑦ 防犯灯につきましては、点検を実施し、維持管理に努めます。又、ふ

れあいセンター入日付近の防犯灯を含め申請時期がきましたら速やか

に手続きをします。

3.文化・体育対策について

基本的には、今年度も基本路線は継承して活動を推進してまいります。

① 盆踊り大会

恒例となつた盆踊り大会は、本年度も時期、内容を検討しながら実施

していきます。櫓の組み立ては本年度も一般会員ボランティアの協力

を仰ぎ実施します。

② 文化、体育的行事

認可団体が一般会員を募って開催する行事に関して要請があれば、積

極的に支援助成いたします。

③ 夏祭り、市民運動会 (健康ウォーク)、 新春の集い等

八木山まちづくり協議会主催の行事については、統一自治会として積

極的に協力していきます。

4.福社対策について

つつじが丘においては、高齢化に伴い、独居老人や老夫婦のみの高齢者

世帯が増えてきており、今年度も引き続きこうした方々への配慮と福祉活

動に力を入れていきます。

① ボランタリーハウス「いこいのつつじ」の活動をPRし、有資格者の新

規会員の加入を促進させ、高齢者の健康増進と社会参加を支援していき

ます。

② 車椅子の貸出制度は、継続していきます。地道なPRに より利用者が増
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加してきていますので、今後も同様に同制度の周知に努めます。
③ 少子化による人口減少、核家族化による子育ての支援不足が問題にな

つています。この地域も例外ではなく、地域全体で子育てを支援して
いきます。

5.ふれあいセンターの管理・運営について

つつじが丘も高齢化が進み、お年寄りが年々増加しております。ふれあ
いセンターは福祉活動の中心的場所として、益々充実したものを目指し、
施設の効率的運用、利用しやすく安全な施設としていきたいと思います。

① ホールにテレビ、ビデオ等の必要に応じた購入の検討。現在使用してい

るイス及びイス収納台車が重く扱いにくいため、軽量化を検討します。
② 雨漏り対策として、梅雨時前に屋上に溜まった枯れ葉等の清掃をします。
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議案 第4号 平成20年度予算案

平成20年度会計予算(案)

1、 収入の部 (単位 :円 )

科 目 金  額 摘 要

一則 年 度 繰 越 金 5,260,000

自 治
△
ム 費 6,414,000 500円 ×1,069戸 ×12ヶ月

自 治
△
バ 入

△

=
金 12,000 1,000円 ×入居戸数(12)

自 治 会 基 金 利 息 22,000

自 治 委 員 報 奨 金 670,36C
均等割 25,000円 ×8自 治会
世帯害1 440円 ×1,069戸

広 報 誌 配 布 手 数 料 1,069,000 1,000円 × 1,069戸

分 別 収 集 報 奨 金 320,700 300円 × 1,069戸

美しいまちづくり推進事業報奨金 192,420 180円 × 1,069戸

自 治 会 振 興 交 付 金 923,810
均等割 50,000円 ×8自 治会
世帯割 490円 ×1,069戸

公 園 清 掃 報 奨 金 272,010

ふ れ あ い セ ン タ ー 使 用 料 408,000 34,000円 ×12ヶ月

雑 収 入 127,700 自治会連合会補助金、指導員手当等

〈
口 計 15,692,000

，

“



平成20年度会計予算(案)

2、 支出の部 (単位 :円 )

科 目 金   額 摘 要

自 治 会 総 会 費 70,000

街 路 灯 電 気 費 1,860,000 電気費 1,060,000

修理費 800,000

事 務 局 関 係 費 1,090,000 事務費 750,000

会議費 100,000

機関誌発行費 40,00C

自治会活動保険料 200,00C

集 会 所 運 営 費 340,000 光熱費等

各 自 治 会 運 営 費 2,138,000 2,000円 ×1,069戸

環 境 対 策 費 490,000 清掃対策費 150,000

環境美化対策費 340,00C

防 災 対 策 費 500,000 防災行事費 50,00C

地域防災費 250,00C

西町消防団賛助金 200,00C

文 化 体 育 費 690,000 盆踊り関係費 560,00C

文化行事予備費 60,00C

新春の集い関係費 70,00C

福 祉 委 員 会 活 動 費 100,000

各 種 団 体 助 成 金 880,000 まちづくり協議会 300,000

子供会 220,000

シニアクラブ 100,00C

女性会 80,00C

近隣ケアグループ 80,00C

いこいのつつじ 50,000

ちびつこクラブ 50,000

地 域 交 際 費 250,000

ふ れあいセンター運 営 費 2,400,000 維持管理費 1,600,00C

備品購入費 800,00C

集 会 所 改 修 準 三備 金 300,000

ふれあいセンター修繕準備金 300,00C

予 備 費 4,284,000

△
ロ 計 15,692,000
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議案 第5号 平成20年度役員改選

平成20年度 つつじが丘統一自治会
役 職 名 氏 名 住 所 電 話 備 考

役

口貝

統一 自治会長

統一 自治会副会長 3丁 目会長

々 事務局長

会計 監査

会計 監査

自

治

会

長

1丁 目  自治会長

2丁 目   々

3丁 目   々

4丁 目 自治会長代

5丁 目  自治会長

6丁 目   々

7丁 目   々

8丁 目   々

内

政

外

郭

団

体

担

当

1丁 目 副 自治会長
ふれあいセンター

管理担 当

2丁 目   々
青少年育成

担当

3丁 目   々
杯 育 振 興

担当

4丁 目   々
貧  計

担当

5丁 目   々
役員会議長

担当

6丁 目   々
まちづくり
協議会担当

7丁 目   々
書 記
担当

8丁 目   々
務

当
総
相

専

日

■

部

1丁 目   々
X4`俸育

副担 当

2丁 目   々
広 報
正担 当

3丁 目   々
境
当担

環
正

4丁 目   々
境
当担

環
副

5丁 目   々
広 報
副担当

6丁 目   々
防 災
正担当

7丁 目   々
勁  災

副担当

8丁 目   々
文化体育
正担 当

福祉委員長
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1)

この一年を振 り返つて (各事務局担当)

総務担当

総務は、集会所の管理を担当しています。集会所の利用スケジュールの

管理、使用状況の確認、消耗品・ コピー機などの管理・補充、年 2回のワ

ックスがけの業者依頼などです。

又、今年度はコピー機、印刷機の リース更新時期でしたので、新 しい機

種に入れ替え、火災予防 と公共マナーを考えて集会所内を禁煙にし、鍵の

貸 し借 りの状況確認を行いました。

総務か らのお願いとして、集会所の予約はなるべ く早めに行つてくだ さ

い。又、使用後の清掃、戸締 りを確実に行つてください。

至 らぬ ところもありましたが、皆様のご協力のおかげで無事一年を終える

ことができました。

体育指導担当

八木山校区における体育振興につきましては、前年度以上の行事を計画

し、松が丘の体育指導員の方 と協力 して活動いた しました。

以下、具体的な活動について報告いたします。

5月  3日 八木山校区卓球大会       鵜沼中学校体育館

6月 24日  ペタンク大会          鵜沼中学校グラン ド

7月  7日  スポ少フェスティバル      八木山小学校 グラン ド

8月 18日  入木山夏祭 り (ス ポーツフェスタ)人木山小学校グラン ド

9月 15日  カロー リング交流会       鵜沼中学校体育館

11月 18日 各務原市カロー リング大会    那加中学校体育館

(人木山校区 3位に入賞)

3月  2日  かかみがはらシティマラソン2008
4月 506日  かかみがはら桜まつ り

一年間活動いたしまして、他の校区は複数年の任期 (最長 19年)が大

半です。つつ じが丘の任期が毎年変わるとい う点について市の方針 (最低

2年が希望)と 異なります。つつ じが丘体育振興担当者 として毎月体育指

導員定例会に出席 して違和感を感 じつつ一年間過 ごしましたが、今後、担

当される方のためにも統一自治会の組織の在 り方、任期についての規約変

更 も必要かなと感 じています:

3)会計担当

会計の基本的な職務は、自治会会員の会費を預か り、自治会の財務に関

す る事務の執行です。決められた予算を自治会のルールに従つて執 り行い

2)

15



ます。絶えず数字が伴い、や りがいがありましたが、緊張でもありました。

恵まれていたことは、絶えず会長をは じめ役員の方が力になつてくださり

毎月その内容をチ ックしてア ドバイスをいただきました。又、各 自治会

長及び役員の方々が立替をし くださり、毎 日会社勤めですので大変協力

をいただきました。郵便局、銀行へ金銭の出 し入れに行きますが、振 り込

め詐欺防止のため一度に多額の引き出しや振 り替えが出来ず、何 日かに分

けて行わねばならないこともあ りましたが、よい経験をさせていただけま

した。 日々淡々とした暮 らしができますのも陰にな り、 日向になつて くだ

さるこうした自治会の活動に携わる皆様の支えあればこそ と実感す ること

ができました。 これか らも、地域社会に役立つことに参加 していきたいと

思います。ありがとうございました。

4)青少年育成担当

各務原市青少年育成市民会議は、「家族や地域の絆を深め、地域の子は地

域で守 り育てる」 とい う視点に て青少年が地域の人々とふれあい安心

して生活できるコミュニテ ィーづ くりを地域が一体 となつて取 り組みを推

進 しています。

今年度の重点事業 として

① 通学路ふれあい事業

通学路見守 り隊活動に多数参加 していただき、安心・安全な地域づ く

りを推進 しました。

② ふれコミ隊青少年の社会参加促進事業

地域活動・ボランティア活動などを通 じ、ふれあいを深め青少年の健

全育成を図 りました。

③ 語らいふれあい事業

地域の人々が語らい、ふれあうことで家族や地域の絆を深めました。

今年度のおもな活動として

① 見守り隊と小学生との対面式 e交流会 (4月 18日 )実施

② 自治会と中学生との意見交換 (6月 2日 )

③ 市民清掃 (夏期 7月 1日 ・秋期 11月 4日 )中学校周辺、公園の清掃

活動への参加

④ 盆踊り (7月 28日 )への参加

⑤ 夏祭り (7月 18・ 19日 )への企画、準備段階から当日の運営、後

片付けまでの協力

八木山ウォーク2007(10月 7日 )各務野 自然遺産の森でのグリ

ーンオ リエンテー リングの協力

八木山枯れ松伐採作業 (12月 8日 )への参加

⑥

⑦
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5)

③ 新春の集い (1月 13日 )の登山者誘導、輪投げコーナー、中学生コー

ナーの実施。

中学生、高校生を中心に先生、PTA関係者等の協力を得て各行事にボラ

ンティア活動としてポスターの作成から前日の会場準備、当日の進行、後

片付けまで多数の参加者を得て活動してきました。

これからも、子供達に活動の場をあたえ、各行事に参加させたいと思いま

すので皆様のご協力とご支援をお願いいたします。

まちづくり協議会担当
「人木山まちづくり協議会」とは、平成 6年校下育成会による青少年だ

けでなく、今後急速に進行する高齢化社会にも対応できる組織を作るべく

八木山校下の諸団体 (両 自治会、PTA、 子ども会、シエアクラブ等)で
構成した組織として地域住民の協力のもと、青少年の健全な育成と高齢化

時代に相応 しい地域社会での生きがいや福祉活動の推進並びに自然環境の

維持向上を目的として再編されたものであります。

近年諸行事に小中学生等がボランティアとして地域住民と一体となり活

躍していただき心強いかぎりです。

今期の行事も例年通り「4大行事」を実施 してきましたが、特別行事と

して “八木山を美しくする一日"を各務原市の後援を得て、市民総ボラン

ティアによる枯れ松の伐採事業を実施いたしました。

*4大行事

① 市民清掃

② 夏祭り

③ 市民運動会 (健康ウォーク)

④ 新春の集い

尚、行事内容は、自治会広報誌 (タ イムズつつじが丘)、 まちづくり協議

会広報誌 (ネ ットワーク八木山)に掲載 しております。

書記担当

役員会にて、各担当者の発言内容等の記録を担当し、次回の事務局会に

前回の役員会の議事録を作成 し提出します。事務局会にて内容の確認後、

次回の役員会で再検討の後、承認を受けます。承認後、単位自治会の回覧

部数をコピーし、統一自治会長へ持参します。

広報担当
「タイムズつつじが丘」の発行を行い、会員各位につつじが丘自治会活

動の紹介をしてきました。季節の自治会活動計画により予め次の記事をど

のように作成するか検討しました。主なイベントが実施される時はカメラ

で撮影を随時実施しました。又、必要に応じて他の人の撮影 したものを掲

6)

7)
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載 させていただきました。活動を担当した方々、参加 した方々か ら随時必

要に応 じて記事、文章を頂戴 しました。 こうして集められたものを最終的

に編集 してタイムズの原案を作成 し、その原案は事務局に上程、その後役

員会にて最終承認の後、正式発行するとい うステ ップをとりました。今年

度は 7月 、 10月 、 12月 、 3月 に発行を行いました。又、今年度はデジ

タルカメラを購入 し、パ ソコンによる作業の効率化を図 りました。
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